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兵庫県内で起きた腸管出血性大腸菌感染症集団発生時

における保健所の初期対応のあり方と支援体制

に関する事例研究
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目的　腸管出血性大腸菌（EHEC）による感染症集団発生時における保健所の初期対応とその支

援体制のあり方を検討するために，一集団発生事例について業務分析を数量的かつ包括的に

実施した。

調査方法　1997年夏に一保育園にてO157感染症集団発生のあった兵庫県A町の現地対策本部所
轄保健所である兵庫県B保健所における①事実経過，②職員および応援職員の班別・業務

別・日別従事時間，③日別患者発生状況，日別保育園欠席状況，臨床経過表等の患者情報を

分析した。

　分析については，主として①早期発見，早期調査，早期対策，②正確かつ効率的な行動，

③特定職種への過大な負担の回避の観点から分析を行った。

成績およびまとめ

1.　本事例への現地対策本部の対応は概ね適切であったと考えられるが，患者の早期発見，

二次感染の防止，住民の不安解消および感染源の解明のために，保育園・学校等の施設への

日常からの指導と協力関係の強化，家庭訪問の効率化，応援の早期要請等，改善すべき点が

あった。

2.　早期に応援要請を行い十分な体制で対応する必要がある。そのための応援人数の算定式

を考案した。

3.　情報処理の重要性が改めて認識され，情報処理に専念する部隊（疫学班），患者等のデ

ータベースの整備，関係機関をつなぐオンライン情報交換網の整備の必要性が示唆された。
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